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 Novelty Speed Capacity Versatility Cost Human sample 

Evaluation 
methods & 
systems 

      

Novel original 
cell lines 

○ ○ ◎ ○ ○ × 

New target 
identification 

      

Platform 
technologies 

      

Compounds, 
Antibody, etc 

      

Strongest point=◎ Strong point=○ Weak point=× 

 

対象疾患 乳がん メラノーマ 大腸がんなど 

アセットの概要 がん局所に投与すると、がん抗原特異的免疫応答を惹起することにより投

与局所のみならず遠隔部位のがんの制御を可能にする細胞製剤。 

PD-1 パスウェイを阻害する薬剤を併用することでさらに優れた抗腫瘍効

果を発揮する。 

人工多能性幹細胞から作製したものであり、効果と安全性を向上させるこ

とが可能であるとともに、規格化された細胞製剤の提供を可能にする。 
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